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†　現 ＊1 spモードTM：「spモード」および「spモ
ード」ロゴは㈱NTTドコモの商標または
登録商標．

＊2 AndroidTM：米国Google, Inc.の商標また
は登録商標．

＊3 Windows Mobile�：米国Microsoft Corpo-

rationの米国およびその他の国における商
標または登録商標．

＊4 iモード.net�：㈱NTTドコモの登録商標．
＊5 spモードフィルタTM：㈱NTTドコモの商

標．

1. まえがき
近年スマートフォン市場は，コン

シューマ層をねらった新しいプラッ

トフォームの出現とともに，急速に

拡大している．それに伴い，ドコモ

もAndroidTM＊2，Windows Mobile�＊3

を搭載した新機種を続々と提供して

いる．しかし，iモード対応端末と

スマートフォンではプラットフォー

ムが大きく異なるため，iモード

メールをそのままスマートフォンに

搭載するには技術的な課題が多く，

スマートフォンではdocomo.ne.jpド

メインのメールが利用できなかった

ことから，ユーザの購買意欲に影響

があった．これまでスマートフォン

で iモードメールを送受信，閲覧

するには，iモード.net �＊4と連携

させる方法があったが，iモード

と iモード.netの契約が別途必要で

あり，また，利用方法の複雑さが課

題となっていた．このような背景か

ら，今回スマートフォンでの新ISP

サービス「spモード」の提供機能の

1つとして，新しいメールサービス

（以下，spモードメール）を開発し，

2010年9月にサービス提供を開始

した．

spモードメールは，iモードメール

と同じアドレスを引き継ぐことが可

能であり，絵文字，デコメールなど

の機能を具備するほか，スマート

フォン向けに拡張した機能も備えて

いる．

本稿では，spモードメールのサー

ビス概要，基本機能およびシステム

構成について解説する．

2. spモードサービス
概要

2.1 提供サービス
spモードは，スマートフォン利用

者を対象とした新規のISPサービス

である．spモードの基本サービス

は，インターネット接続サービス，

spモードメール（迷惑メール対策含

む）およびコンテンツ決済サービ

スである．spモードの付加サービ

スには，spモードメールウイルス

チェック，アクセス制限サービス

（spモードフィルタTM＊5，spモード

フィルタカスタマイズ）がある．

2.2 spモードメール概要
spモードメールは，スマートフォ

ン向けに「iモード対応端末，スマ
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ートフォン，PCとの間で豊かなコ

ミュニケーションを提供するメール

サービス」を目指す．そのため，3

つのカテゴリに属する機能・サービ

スを提供した（図1）．

①ドコモならではの利便性の

高いメールサービスの提供．

docomo.ne.jpドメインのメールア

ドレス利用，新着メールのリア

ルタイム受信，迷惑メール対策

機能などが該当する．

② iモードメールとの親和性確保．

絵文字，デコメールなどが該当

する．

③スマートフォンどうしやPCと

のメール送受信などを意識した

インターネットメール機能の提

供．大容量メール送受信やウイ

ルスチェック機能が該当する．

これらのうち，スマートフォンへ

の端末変更時に，これまでのiモード

メールアドレスの継続利用を可能に

するため，docomo.ne.jpドメインの

メールアドレスを利用可能なこと

が，大きな特長となっている．

2.3 spモードメールと
iモードメールの比較

spモードメールとiモードメール

の提供機能を表1にまとめる．

2.2節で述べたとおり，spモード

メールアドレスは，iモードメール

と同様のdocomo.ne.jpドメインで提

供することとした．また，iモード

からspモード，spモードからiモード

のように，契約変更の際は自分のメ

ールアドレスを引き続き利用可能と

した．spモードメールの迷惑メール

対策は，iモードメールと同等の機

能を提供しており，受信／拒否設定

などの設定値の引継ぎも可能として

いる．

そのうえ，スマートフォンのインタ

ーネット利用環境を踏まえ，spモード

メールはiモードメールより大容量

となる10MBのメール送受信を可能

としている．

iモードメール・spモードメールの 
付加価値が統合されたサービス，機能 

iモードメールならではの 
ユーザエクスペリエンス， 
サービス，機能など 

●②親和性 

●③スマートフォン間， 
PC間の送受信などを意識した 
インターネットメール 

iモードメール 

iモード メール の進化 

spモ
ード
 

メー
ル 

の進
化 

spモードメール 

●①キャリアが提供するメールサービス 
ならではの基本機能 

図1 spモードメール概要

○ ○ ○ パスワード 

データ 

オプション設定 

○ ○ ○ URL付きメール拒否設定 

○ ○ ○ キャリア指定受信 

○ ○ ○ キャリアなりすまし拒否 

○ ○ ○ PCなりすまし拒否 

10件 10件 ○ 宛先指定受信 

120件 120件 ○ ドメイン・アドレス指定受信 

120件 120件 ○ アドレス拒否 

120件 120件 ○ ドメイン拒否 

○ × ― ウイルスフィルタ 

○ ○ ― 絵文字・デコメール 

× ○ ― デコメアニメ 

100件 5件 ― 同報送信件数 

10MB

※　シークレットコードは非対応 （9月1日現在） 

2MB ― 添付ファイルサイズ 

× ○ ― 

○ × ― 

iモード.net, ドコモwebメー 
ルなどの付加サービス 

メールアドレスのコメント表示 

迷惑メール設定 
（代表例） 

○※ ○ ○ メールアドレス メールアドレス 

メールサービス 

メールスペック 

サービス内容 

iモード spモード 
引継ぎ可否 

表1 メール提供機能一覧と比較
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このように，spモードメールは，

iモードメールがもつ機能を踏襲す

ることによる親和性とスマートフォ

ン向けの拡張機能の組合せにより，

既存のiモードメール利用者もスマ

ートフォンを快適に利用できる環境

を提供した．

3. spモードメールの
開発

3.1 メールクライアントの
開発

spモードメール対応のメールクラ

イアントは，Windows Mobile 6.5お

よびAndroid platformの2つのOSを

対象として開発した（写真1）．

Windows Mobile のメールクライ

アントは，Outlook�＊6メールのプラ

グインとして開発し，ユーザインタ

フェースはOutlookメールがベース

になっている．一方，Androidのメ

ールクライアントは，すべての機能

を新規開発し，独自のユーザインタ

フェースを備えており，表示形式や

画面テーマの変更が可能である．ど

ちらも新着メール通知，絵文字，デ

コメールなどのiモードメールの基

本機能に対応している．また，ユー

ザの初期設定作業が不要となるプロ

ビジョニングの仕組みも実装してお

り，さらに，海外ローミング時に新

着メール通知を受信した際に，メー

ルを自動受信するか否かの設定を可

能としている．

スマートフォンではOSのバージ

ョンアップが頻繁に行われ，それに

よって機能変更が発生することが想

定される．そのため，iモードメール

特有の機能（絵文字，デコメールな

ど）以外の基盤機能については，極

力OSのバージョンによらず，標準

的に提供している汎用的な機能を利

用する方針で開発している．

中でも，メールクライアントとメ

ールサーバとの間のプロトコルにつ

いては，汎用プロトコルである

POP3S（Post Office Protocol version3

over SSL）＊ 7/SMTPS（Simple Mail

Transfer Protocol over SSL）＊8を採用

することで，OSバージョンアップ

によるメールクライアントへの影響

を軽減する実装とした．

しかし，POP3S/SMTPSは，ユー

ザ認証時にメールアカウント（ユー

ザID／パスワード）を利用するプ

ロトコルであるため，一般的なメー

ルクライアントでは，ユーザ自身が

メールアカウントの設定作業を行う

必要がある．

そこで，spモードメールでは，プ

ロビジョニング機能を用意し，メー

ルアカウントの設定作業を不要とし

た．すなわち，自動的にサーバ側で

生成され払い出されたメールアカウ

＊6 Outlook�：米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標
または商標．

＊7 POP3S：SSL（Secure Socket Layer）で
通信路を暗号化し，電子メールを安全に
受信する仕組み．POP3は電子メールを受
信するためのプロトコル．

＊8 SMTPS：SSLで通信路を暗号化し，電子
メールを安全に送信する仕組み．SMTP

は電子メールを送信するためのプロトコ
ル．

トップメニュー画面 メール作成画面 
（a）Windows Mobile

トップメニュー画面 メール作成画面 
（b）Android

写真1 spモードメールクライアントの表示例
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ントを用いて認証を行う方式とし

た．また，払い出すメールアカウン

トに有効期限をもたせ，サーバ側か

ら強制的に変更を行うことでセキュ

リティを高めている．メールアカウ

ント取得からメール送受信までのシ

ーケンスを図2に示す．

3.2 サービスアプリ認証機能
メール送受信時のメールアカウン

トを自動で払い出すには，メールク

ライアントがドコモの正規のアプリ

ケーション（以下，正規アプリ）で

あることを確認する必要がある．本

開発では，spモードメールを含む

ドコモ独自サービスの利用をドコモ

の正規アプリのみに限定し，なりすま

しなどの不正利用を防止する仕組み

（サービスアプリ認証）を導入した．

サービスアプリ認証では，ユーザ

認証情報を要求するアプリケーショ

ンが，正規アプリであるか否かを

ドコモ独自の認証方式により識別

し，正規アプリであると識別できた

場合のみユーザ認証情報を払い出

す．また，サービスアプリ管理サー

バからユーザ認証情報を取得可能な

状況となるのは，ユーザの端末が

spモードに接続している状態のとき

のみである．この方式により払い

出したユーザ認証情報を，spモード

メール送信時のPOP3S/SMTPSで送

信されるメールアカウントとして利

用することで，正規アプリからの利

用とみなす．

POP3S/SMTPS時のユーザ認証

では，このサービスアプリ認証に加

え，spモード接続認証時に払い出し

たIPアドレス情報も加えることで，

さらに強固な認証方式を取ってい

る．これにより，spモードメール利

用における安全性を高めている．

3.3 Push通知を用いた
リアルタイム受信

spモードメールでは，spモード

メールBOXにメールが届いたタイ

ミングで新着メール通知を行うこと

で，リアルタイム受信を可能として

いる．本方式の概略を図3に，新着

メール通知で用いるSMSフォーマ

ットを図4に示す．図3に示すよう

に，spモードメールBOXに新着メ

ールが到着すると，メールアプリケ

ーションが新着メールをリアルタイ

ム受信するための情報をSMS-GW

（Gateway）サーバが生成し，その情

報を基にMPN（Media Processing

Node）が特殊なSMSを生成し，メ

ールクライアントに通知する．この

情報に基づき，メールクライアント

はPOP3Sを用いて，spモードメー

spモードメール 
クライアント 

認証サーバ 
（サービスアプリ 
管理サーバ） 

spモード 
メールシステム 

メール送信／受信開始 独自認証方式による 
メールアカウント取得 

メールアカウント情報取得要求 

…… 
メールアカウント情報応答 

メール送信／受信 

メールアカウントを 
自動で設定 

図2 メールアカウント自動払出しシーケンス

スマートフォン 
（メールクライアント） 

MPN SMS-GW 
サーバ 

spモード 
メール 
システム 

spモード 
メールBOX

●④POP3Sによる 
   メール取得 

●③SMS送信 

●①新着メールが到着 

●②新着メール 
　情報送信 

図3 新着メール通知方式
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ルシステム経由でspモードメール

BOXからメールの取得を行う．ここ

でいうspモードメールシステムと

は，メールアプリケーションと

iモードメールシステムの橋渡しを

行うためのシステムである．なお，

SMSの種別が通常か特殊かは，図4

に示すTP-UDHI（Transfer Protocol-

User Data Header Indicator）の情報

要素で決定される．

SMSを受信したスマートフォン

は，そのSMSが特殊なSMSと認識

すると，メールクライアントにて，

図4に示すWSP（Wireless Session

Protocol）ヘッダのContent Typeと

Headersのパラメータをチェックし，

spモードメール用の値であれば

POP3Sによるメール取得動作に遷移

する．

なお，spモードメール新着通知用

の特殊なSMSは，MPNにて一定時

間蓄積され，同一電話番号に対する

新着メール通知を上書きする性質を

もつ．メール取得にはPOP3Sを用

いているため，新着メール通知が1

通届けばメールBOX内のすべての

メールが取得できる．よって，複数

の新着メール通知を1つのSMSに上

書きすることで，重複するSMSを

抑制することが可能となる．

4．spモードメールの
システム構成と
処理シーケンス

4.1 docomo.ne.jpドメイン
対応

spモードメールでは，iモードメ

ール同様にdocomo.ne.jpのドメイン

を用いる．このため，外部メールサ

ーバからspモードあてのメールは，

既存どおりiモードシステムである

CiRCUS（treasure Casket of i-mode

service, high Reliability platform for

CUStomer）＊ 9に送信され，CiRCUS

が契約情報を参照することにより，

iモードあてかspモードあてかを判

断する設計とした．

spモードメールの受信処理を図5

＊9 CiRCUS：ドコモのコアネットワークと
インターネットを中継する役割をもち，
iモードメール，iモードメニュー，一般
のインターネットへのアクセスなどを提
供している装置．

spモード 
メールBOX

iモード 
メールBOX

契約情報DB

spモード 
メールシステム 

CiRCUS

MAPS

iモード 
メールシステム 

●①spモードメール到着 ●①iモードメール到着 

●②契約情報参照 

●③iモード契約者の場合： 
　iモードメールBOXに格納 

●③spモード契約者の場合： 
　spモードメールシステムへ転送 

●④spモードメールBOXに格納 

図5 spモードメールの受信処理

TID
Type
Header Len
Content Type
Headers 
（X-WAP- 
Application-ID） 

TP-UDHI

SMSヘッダ WDPヘッダ WSPヘッダ データ部（バイナリエンコードされた任意情報） 

最大140bytes

最大133bytes

最大125bytes

Len : Length 
TID : Transaction Identifier 
WAP : Wireless Application Protocol 
WDP : Wireless Datagram Protocol

図4 新着メール通知SMSフォーマット

N
TT

 D
O

C
O

M
O

 T
ec

hn
ic

al
 J

ou
rn

al



50 NTT DOCOMOテクニカル・ジャーナル Vol. 18 No. 3

2010年スマートフォン新サービス・機能―spモードのメールサービス―

に示す．外部メールサーバからのメ

ールはCiRCUSのiモードメールシ

ステムで一元的に受信する．次に，

契約情報DB（Database）を参照し，

iモード契約者ならばCiRCUSの

iモードメールBOXにメールを格納

する．spモード契約者ならばMAPS

（Multi-Access Platform System）＊ 10

へメールを転送し，spモードメール

システムからspモードメールBOX

に格納する．

4.2 迷惑メール対策機能概要
spモードメールでは，iモードメール

と同等の迷惑メール対策機能を提供

することで，架空請求などの被害を

防止し，ユーザが安心して利用でき

る環境を目指した．本機能は提供サ

ービスレベルの維持やシステム開発

の効率化，iモードメールを利用し

ていたユーザのスムーズな移行を図

るため，iモードメールの既存シス

テムを有効利用する設計を採用した．

a各システムで実装される機能

迷惑メール判定機能はすべてCiR-

CUSで実装することにし，spモード

独自のウィルスフィルタはMAPSで

実装することにした（表2）．

s spモード迷惑メール対策機能

spモード迷惑メール対策機能を図6

＊10 MAPS：FOMAを中心としたさまざまな
アクセス回線から，インターネット接続
や企業システム接続を提供するプラット
フォーム．

APN

iモード 
端末 外部 

メールサーバ 

スマート 
フォン 

コアネット 
ワーク 

spモード 
メールシステム 

iモード 
メールシステム 

迷惑メール判定 

●① ●② 

契約情報参照 

メール格納／取得 

メール格納／取得 

メール設定参照 

ウイルスチェック 

spモード 
メールBOX
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図6 spモードメールの迷惑メール対策機能
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表2 spモードメールで実装される機能
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に示す．spモードメールの迷惑メー

ル対策機能はCiRCUSにて処理を行

う方式とした．このため，spモード発

sp モードあてメールの処理は，

MAPSからCiRCUSへメールを転送

し（図6①），CiRCUSで迷惑メール

判定した後に再度MAPSへ転送され

る（図6②）．

このように，迷惑メール対策とし

て，iモードメールで提供している

機能をCiRCUSで一括処理すること

で，既存のアプリケーションとDB

を有効利用した．一方，ウィルスフ

ィルタなどのspモード特有の機能

は，MAPSで処理を行うことで独立

性と拡張性を確保した．

5．あとがき
ドコモの新ISPサービス「spモー

ド」の提供機能の1つとして，新し

いメールサービスを開発し，サー

ビス提供を開始した．これにより，

iモードメールアドレスの引継ぎは

もちろんのこと，スマートフォンで

絵文字，デコメールなどの機能をユ

ーザが簡易に利用できる環境を整え

た．さらに，サービスアプリ認証機

能やウィルスチェックフィルタなど

の提供により，メールサービス利用

時のセキュリティ対策を強固なもの

として安全性を高めた．

今後は，メールサービスの機能拡

張，改善を随時行い，スマートフォ

ンのユーザに，より快適な利用環境

を提供していく予定である．
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